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④ 夏の学校当日は,アンケート報告 ･講演 ･フリー トー キングの順で進められた｡
(9:30am-1:00pm.)
当日の話題をいくつか拾いあげてみると,









アメリカの研究 (者 )と日本の研究 (者 )の違い,アメリカの大学臨教育と日本の大学院教
育の違いなどについても感想が出された｡
企業と大学での研究スタイルの違いについては,企業の御2人から,予算,規模の違い,
研究者の気質の違い,研究業績の評価の違いに注目した興味深い話が出た｡
概して3人の講演者の話のうまさやそのパーソナリティも手伝って,講演自体は成功した
と思うが,進行上のまずさや,予想外に多人数が参加したこと(一時は200人を超えた !)
などもあり,院生の側のフランクな意見を引き出せなかったことが残念であった｡次回の特
別企画に期待したい｡
⑦ 御忙しい時間を削いて準備局の勝手な注文に心良く答えて下さった,3人の講演者の方に
'厚く御礼申し上げます｡
(文責 井川淳志 )
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